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	ラーメンの味
　ダスキン財務部長の竹ノ内豊蔵さんが、仕事でスイスのチューリヒへ行った。
　海外出張にはなれていて、英語圏なら一人でほとんど不自由を感じたことはない。だが、今度は初めてのドイツ語圏なので、言葉に堪能な人に次の三項目を便箋にドイツ語で書いてもらっておいた。
1． タクシーを呼んで下さい。
2． 日本へ電話して下さい。
3． お湯を下さい。
これまでの経験で、出張先でもっとも重要なのは、足になるタクシーだ。それがつかまえられないと取引先へ行けないし、観光もままならない。
「現地語で書いた紙を持っていれば、ホテルのフロントに１のところを指で示して、すぐ呼んでもらえるというわけです。」
　２の項目には会社と自宅の電話番号が書いてある。部屋からダイヤル直通で日本へかけられないホテルで、交換手が英語を話せないと、厄介なことになる。そこまで周到に考えた。
　３はお察しの通り、格式ばったレストランへは一人で行きたくない、日本の味が懐かしい、というときに、持参のカップラーメンを食べるためだ。
「どのホテルの部屋にもお湯わかしポットがあるとは限りませんからね。」
　さて、ある夜、ちょっとおなかが空いて、カップラーメンが食べたくなった。
　便箋片手にドアを開けて廊下を見回すと、ちょうどメイドがこちらへやって来る。さっそく便箋を３の項目だけ見えるように折って、差し示した。
　ところがメイド嬢、ちんぷんかんぷん、というように首をすくめる。
「きっと彼女はスイスのフランス語圏の出身で、ドイツ語はだめだったんです。」
ちょっと便箋を貸して下さい、ほかの人に読んでもらいますから、という仕草をしている。
　わかった、よろしく頼むよ、と竹ノ内さんはひとつお辞儀をして便箋を渡した。
　じきメイドは、ポットを抱えて戻ってきた。
「ダンケ・シェーン、いや、メルシーだね」
　メイドはにっこり笑って、ボン・ニュイ、といった。
　やれ、うれしや、カップラーメンに熱いお湯を注いで、さあ食べようとした瞬間、電話のベルが鳴った。誰だろう。
「もし、もし．．．．．．」
　寝ぼけているようだが、聞きなれた女性の日本語だ。
「もし、もし、あ、おまえか。どうしたんだ、いったい」
「どうしたんだって、そっちからかけたんじゃありませんか。こんな時間に、事故でもあったのかと、びっくりしたわ。」
　奥さんは不機嫌そうだ。
「いや、おれはかけていない。何かの間違いだ。みんな元気だね。」
「はい、変わったことはありません。」
じゃ、とラーメンが気になって、そそくさ切った瞬間、また電話。
「タクシーが参っております。」
フロントの男が英語でいんぎんに言っている。
「え？　タクシーなんか頼んでいないよ。」
「先ほど、メイドにお頼みになったはずでございますが。」
　すべてを竹ノ内さんは理解した。
　３の項目で折った便箋を、メイドは広げてフロントに見せた。だからお湯のポットだけでなく、日本へ電話がかけられ、タクシーが呼ばれることになったのだ。
　フロントはまず会社へかけただろう。だが日本はいまごろ夜明け前の時間で、誰も出ない。そこで自宅のほうへかけ直され、奥さんが起こされてしまった。
　階段を駆け降り、平身低頭しながらタクシー運転手にチップを渡して、引き取ってもらった。
　部屋へ戻ってきたとき、ラーメンはすっかり延びて、ぬるくなっていた。
「それからも私は、言葉のわからない国へ行くときには、この三項目を書いてもらった紙を持って出かけます。ただ、紙を切って、項目ごとにばらばらにする事にしました。」
　大失敗にこりて、賢くなった。
　だが妙なもので、トラプルもなくすんだ旅行のことは、後で思い返してみようとしても印象が薄い。
「あのときのカップラーメンの味だけは、忘れられませんなあ。旅というのは、赤恥をかくほど、いい思い出になって残るものなんですね。」
	一碗泡麵的味道
　　Duskin公司的財務經理竹內豐藏有次到瑞士的蘇黎世出差。
因為早已習慣了這種各地跑的出差生活，只要是在英語圈的國家內就幾乎不會有語言上的問題。但這是他第一次到德語圈的國家，因此便請了精通德語的人士幫他在
便條紙上寫下三句德文。
1. 請幫我叫計程車
2. 請幫我打電話到日本
3. 請給我熱水
　　從他以往經驗，知道到外地最重要的就是等同於雙腳的計程車了。要是沒有計程車，別說到客戶那去了，就連想在地觀光都沒辦法。
「只要拿這張紙到飯店櫃台，指第一項給服務員看，他們就會立刻幫我叫計程車了。」竹內豐藏這麼說。
　　第二項的旁邊還特地寫了公司和家裡的電話號碼。
考慮到要是飯店的電話無法直通到日本，接線生又不會用英語的話情況會很麻煩。
　　第三項就如同各位所想的，是沖泡麵用的。
獨自在國外出差，當然不會想一個人去什麼高級的餐廳吃飯，自己沖的泡麵又能嘗到懷念的日式料理。
「因為，畢竟不是每個國家的飯店房間內都有熱水壺啊。」
　　就這樣，有天晚上，因為肚子有點餓，便想說來泡碗拉麵吃。
一手拿著便條紙開門往飯店走廊看了一下，剛好有個女僕走了過來。竹內豐藏便趕緊把便條紙摺成只看的到第三個項目的樣子，然後指給女僕看。
　　然而女僕看了紙後只是聳聳肩一付看不懂的樣子。
「那個侍女八成是出身瑞士的法語區，所以德語不通吧。」
　　接著女僕便做動作要對方把紙給她，她去請其他人看看。
「我明白了，那就拜託妳了。」竹之內禮貌地行個禮，把便條紙交給她。
沒多久女僕就拿著熱水壺過來了。
「Danke schoen(注釋一)…不，應該說是merci(註釋二)才對。」
女僕笑著用法語說了句晚安。
　　竹之內關上門，鬆了口氣想著太好了，總算能吃個泡麵了。就在他把熱水倒進杯麵後，正要開動的瞬間，房間電話響了起來。
「哪位？」
「喂喂，老公？我說你是有什麼事啊？」電話那頭傳來太太熟悉但帶著睏意的聲音。
「什麼事的，不是你打給我的嗎？大半夜打來我，我還以為是發生什麼事了。」
太太一副不太高興的樣子。
「我並沒有打給你啊…算了，大概是什麼地方搞錯了。你那一切還順利吧。」
「嗯…還算順利。」
　　突然想到麵還在桌上，趕緊把電話掛斷時，又一通打來了。
「計程車已經到樓下了。」飯店櫃檯的男服務員用恭敬的英文說著。
「什麼？我沒有叫計程車啊？」
「您不是剛才請侍女幫你叫了麼？」
這時竹之內完全明白了。
那個女僕把摺成三部份的便條紙整張打開拿給櫃檯的人看了。
所以才不只是拿熱水壺過來，櫃檯還打電話到日本去，又叫了計程車過來。
　　飯店應該是先打電話到公司了吧，但這時間的日本還是凌晨兩三點，公司裡並沒有人。所以服務員就打電話到家裡，還把熟睡中的老婆給吵醒了。
　　竹之內趕緊跑下樓梯，邊道歉的把小費遞給了計程車司機，請他回去。
等到回房間後，麵都已經泡爛了，湯也涼掉了。
　　「那次之後，我到語言不通的國家時，還是會帶寫著這三個項目的紙條。只是這次，我把紙分項目裁成三條來用。」
　　因為經歷了這種大失誤，人學乖了。
但說來挺有趣的，對於沒什麼波折的旅行，人們就不會留下太大的印象。
「那時那碗杯麵的味道，我到現在還記的呢！旅行這種東西啊，遇到越丟臉的事，反而越容易變成一個美好的回憶留下來呢。」
注釋一：德文。意思是“謝謝妳，女士”
注釋二：法文。意思是“謝謝”


